
公表日： 2024年　12月　27日 事業所名：神戸YMCAタンポポくらぶ

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

プレイルーム、体育室とも充分なスペースを
確保しています。

はい100% 体操やプールまでできて最高です。
充分なスペースをより活動に活かせるようにしま
す。

2 職員の適切な配置 適切に配置しています。 はい100％ 充分すぎるぐらいで安心です。 契約時には配置ついてお伝えをしています。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

年間通じて本人専用の同じロッカーを使用
し、自分の持ち物を意識できるようにしてい
ます。

はい80％　 どちらともいえない10％　わからない
10％生活空間を見る機会があまりないのでわか
らない。

引き続き、配慮・工夫をします。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

いつも清潔に保ち、換気も充分に行い、遊
具・絵本も整頓しています。

100％　いつの清潔できれいな空間です。
日常から丁寧な清掃に努め、整理整頓し、必要な
分の入れ替えや補充をします。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

毎日プログラム前に確認のミーティングを行
い、後に振り返りの評価をしています。学期
ごとに評価会も行います。

毎日、その日の振り返りを行い次へつながる目標
や個々の課題について話し合っています。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

外部理学療法士による巡回評価がありま
す。

評価に伴い、改善に努めます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

神戸YMCA全体で発達支援セミナー、関西
地区YMCAでの研修、各々の職員に外部の
研修の参加、虐待防止研修、災害避難訓練
などの確保をしています。

職員同士で研修内容を共有し、意見を交換しより
良い支援に努めています。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

プログラム中の子どもの様子や課題を指導
者で把握し、個別支援計画を作成し保護者
に計画内容を伝えています。

今まで同様、保護者の方々がよりわかりやすく支
援の内容を理解してもらえるよう丁寧な対応して
いきます。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

定員１０名で各々の子どもに合わせた支援
や指導を取り入れています。

一人ひとりの今必要な支援は何かを伝えていき
ます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

個々の目標の設定し、5領域との関連性につ
いて具体的な支援内容を記載しています。

より良く子どもの支援に合ったプログラムが設定
できるよう細かく丁寧に取り組んでいきます。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添様式2

100％
一人一人に合わせて段階を経て接してくだ
さっていると思います。
その都度説明してくださり助かります。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

目標や支援内容についてご家族にお伝え
し、クラス中の様子と家での様子とを共通理
解し合い、支援を実施している。

はい　100％

支援の内容をより理解してもらえるような具体的
な場面状況や事例を示し、ともに支援を実施し、
実際に成長を実感してもらえるようにより丁寧に
取り組みます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案 チーム全体で立案しています。
引き続き、子どもたちに合ったプログラムや活動
ができるように工夫します。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

気になる行動や子ども同士のやり取りで問
題が生じた場合は連絡をします。長期休暇
が終了する前日までに電話をし休みの間の
様子を伺います。

それぞれの家庭や子どもたちに対し配慮し対応し
ていきます。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

年齢、メンバーによってプログラムの内容を
合わせています。野外での活動や季節を感
じるプログラムも取り入れています。

はい90％　どちらともいえない10％
イベントや日々のレク等、たくさん工夫されていて
ありがたいです。いろんな体験をさせていただい
ています。課外活動も定期的に行われています。
何をするのか楽しみにしています。

日々の様子が保護者にもより伝わりやすいように
工夫し、更に子ども達が楽しみながら成長できる
ようなプログラム作りや体力向上を目指します。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

クラス前にミーティングを行い確認していま
す。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

クラス後にミーティング、評価を行い一人ひと
りについて気付いたこと、共有すべき情報を
話し合っています。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

毎日のプログラム案、個人の評価や個人記
録を行っています。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

個別支援計画の実施後、モニタリング評価
を行い、次の目標・課題の設定を行っていま
す。（年に２回）
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議へり参画

児童発達支援管理責任者、児童指導員がと
もに保育所や個々のかかりつけのドクター、
協力医療機関とケース会議を開きそれぞれ
に合った支援を行っています。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

医療的ケアが必要な方は通所されていませ
ん。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

医療的ケアが必要な方は通所されていませ
ん。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

気になる行動や問題が生じた場合、または
保護者からの希望などで情報共有をしてい
ます。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

療育センター、子ども家庭支援センター、区役
所、   幼稚園、保育園、協力医療機関との連携
があります。その他、神戸市、地域障害福祉セン
ター、中央区自立支援協議会などで行われる研
修などへの参加をしています。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

幼稚園や保育所等の園庭開放に行き交流する機
会や地域の児童館へ遊びに行く機会も持つよう
にしています。

はい30％　どちらともいえない30％　いいえ10％
わからない30％
まだ経験がないのですが、あればよいなと思いま
す。

幼稚園などの園庭開放などに行く機会があること
を伝えていますが、より分かりやすく機会を持って
いることをお伝えします。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

地域住民を招待した催しはしておりません
が、ウエルネスセンタ―内に施設が併用され
ているので地域の人々や他の子どもたちと
交流をもつ機会があります。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
iな説明

支援内容は必ずお伝えし、利用者負担等に
ついては契約時に説明しています。

はい　100％
とてもわかりやすい説明でした。
利用前に丁寧に説明していただきまし
た。

より丁寧にわかりやすく説明するように心がけま
す。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

保護者と個別懇談を年２回（希望があれば
随時）行っています。

はい　100％
とても丁寧にしてくださいます。

引き続き、丁寧な説明や対応を心がけます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

ペアレントトレーニングは行っておりませんが、保
護者会で親同士で意見を交換したり、日常生活で
の様子や困りごと、成長を共有するなど、話し合う
機会をもっています。

はい60％　どちらともいえない30％　わからない
10％参加したことはないですが自分でも資格を
取ったりしているので勉強したいなと思います。

これからも保護者に対応力の向上を図る意図を伝え、
一緒に考える場や助言する場、学ぶ場を設けるなど改
善していきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

送迎時に情報の交換、毎日の連絡ノートを
利用しています。必要な時は電話連絡をしま
す。

はい　100％
毎日連絡帳でその日の様子を丁寧に伝えてくださいま
す。バス通園ですが送迎時にその日の様子を伝えてく
れます。前向きな言葉をかけていただけるのでうれしい
です。

今後も、お伝えする機会を多く持ちます

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

年に２回個別懇談以外、保護者会、家庭訪
問、必要な場合はその都度、送迎時や電話
などの対応をしています。

はい　100％
回数も思っていたよりたくさんあります。参考にな
ることばかりです。

いつも丁寧な対応に心がけ、相談する場が多くあ
ることをお伝えしていきます

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

春・秋に親子遠足（年2回）、その他親子プロ
グラム（年4回）、保護者会（年7回程）毎月参
観日の設定をしています。

はい60％　どちらともいえない20％　わからない20％参
加できるタイミングがあれば積極的に参加させていただ
いています。他のお友だちのお母さんと交流する機会
がありうれしいです。毎月参観・懇談があり、保護者同
士の交流は取りやすい。兄弟への支援は特になし。

保護者会の開催、参観日のお知らせの仕方を工
夫します。また、保護者同士が連携しやすい環境
づくりや家族支援(きょうだいも含め)の機会が持
てるように努めます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

契約時に苦情受付窓口についても記載し、
活動の部屋の入口にも掲示しています。

はい80％　わからな20％
特に個別で相談したことはありませんが柔軟に対
応してくださると思っています。

苦情があった場合は適切な丁寧な対応を心掛け
ます。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

子どもたちには視覚から伝えることや伝わり
やすい言葉の選択をしています。見守りや促
しの支援を大切にしています。

はい　100％

保護者には、更に重要点が見て・読んで理解しや
すいような配布物の工夫、連絡ノートの記載に努
めていきます。ホームページでの情報発信にも努
めます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

毎月クラスだよりと行事予定を配布し、必要
な情報はその都度おたよりを配布します。

はい　100％
ホームページをよく見せていただいています。
ホームページやSNSで写真を見れるのも一つの
楽しみです。

保護者の方々が楽しめ安心安全に配信しホーム
ページの発信・更新ができるようお伝えしていき
ます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

個人の情報は事務所内棚の中に保管、名前
の入っている書類等はシュレッダーで処分し
ています。ホームページ等に載せる場合は
確認を取ります。

はい　90％　わからない10％ 引き続き、十分な配慮をいたします。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症マニュアルは作成されています。職員
間では周知しています。

はい　80％　わからない20％
保護者の方に周知していただく為、よりわかりや
すく、お便り、ホームページ等で発信していきま
す。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

職員での防災訓練は年に１回。クラス内で子
どもと一緒に年に3回（火災・地震・水害）を
行っています。契約時にもお伝えしていま
す。

はい70％　どちらともいえない10％　わからない
20％避難訓練もあります。

年に３回、必ず訓練の実施をしている事をよりわ
かりやすく事前にお便りを出し、連絡ノートなどで
訓練時の様子を伝えていきます。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

年に2回研修を行っています。学期ごとの評
価会でも話し、確認しあう機会をもっていま
す。

重要な研修なので常に意識を持ち関わる職員全
員で共通理解していきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

保護者と話した上で促し方や関わり方を考え
対応しています。

拘束することはありません。偏食などの食事の
かかわり方は、保護者の方との信頼関係を築き、
理解があった上で支援をしていきます。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

入所時に保護者に記入していただいていま
す。

何か特別に食べる機会があれば、食べる前に
必ず確認をします。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

クラスでの危険回避、安全確保は常に意識し、共
有しています。ヒヤリハット事例集の作成を行い、
危険な場所がないかを事前に確認したり、危な
かった場面がなかったかをプログラム後に確認し
ています。学期ごとの評価会でも共有し全体での
注意喚起ができるようにしています。

日案、個人記録に記録をし、事例があればその
都度残し、作成したものを職員で共有します。対
応方法や注意点を確認しあい、共有します。
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